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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第６区分
【発行日】平成23年10月27日(2011.10.27)

【公開番号】特開2010-70222(P2010-70222A)
【公開日】平成22年4月2日(2010.4.2)
【年通号数】公開・登録公報2010-013
【出願番号】特願2008-240226(P2008-240226)
【国際特許分類】
   Ｂ６５Ｄ   1/00     (2006.01)
   Ｂ６５Ｄ  65/02     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  59/04     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/34     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/26     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ   2/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６５Ｄ   1/00    　　　Ａ
   Ｂ６５Ｄ  65/02    　　　Ｅ
   Ｃ０８Ｌ  59/04    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   3/34    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   3/26    　　　　
   Ｃ０８Ｇ   2/18    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年9月12日(2011.9.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記１）～４）の特徴を有するオキシメチレン樹脂組成物よりなり、酸を含む流体に近
接して、溶着部と常時又は断続的に７０～１２０℃となる高温部分とを有する樹脂製容器
。
１）該オキシメチレン樹脂組成物を構成するオキシメチレン樹脂（Ａ）が、オキシメチレ
ン成分ａに対しオキシメチレン以外のオキシアルキレン成分ｂを一つ以上含み、この挿入
割合（ｂ／ａ）が、０．３～１．１ｍｏｌ％である
２）ケイ酸塩（Ｂ）を４０～３００重量ｐｐｍ含有する
３）下記式（１）で示されるハイドロタルサイト（Ｃ）を０．０１～２重量％含有する
〔（Ｍ2+）1-x（Ｍ3+）x（ＯＨ）2〕

x+〔（Ａn-）x/n・ｍＨ2Ｏ〕x-     （１）
〔式中、Ｍ2+は２価金属、Ｍ3+は３価金属、Ａn-はｎ価（ｎは１以上の整数）のアニオン
表わし、ｘは、０＜ｘ≦０．３３の範囲にあり、ｍは正の数である。〕
４）ＭＦＲが２～４０ｇ／１０ｍｉｎである
【請求項２】
　該容器が、容器外側または内側にリブまたは偏肉部分を有していることを特徴とする請
求項１記載の樹脂製容器。
【請求項３】
　該容器が、ノズル、接合用のフック、ネジ込み用の切り溝、ネジ部、コネクター部の少
なくとも一つを有することを特徴とする請求項１または２記載の樹脂製容器。
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【請求項４】
　該容器が、異材のインサート部及び／又は異材との接合部を有することを特徴とする請
求項１～３の何れか記載の樹脂製容器。
【請求項５】
　該高温部分が、加熱した流体及び／又は加熱した金属からの伝熱によることを特徴とす
る請求項１～４の何れか記載の樹脂製容器。
【請求項６】
　該酸を含む流体に含まれる酸の濃度が、４００重量ｐｐｍ以下であることを特徴とする
請求項１～５の何れか記載の樹脂製容器。
【請求項７】
　該容器全体の５０％以上の厚みが、０．８～５．５ｍｍであることを特徴とする請求項
１～６の何れか記載の樹脂製容器。
【請求項８】
　該容器の溶着部の溶着シロが、各０．２～３．５ｍｍであることを特徴とする請求項１
～７の何れか記載の樹脂製容器。
【請求項９】
　該溶着前の溶着面の最大高さＲｚが、溶着シロの８０％以下であることを特徴とする請
求項１～８の何れか記載の樹脂製容器。
【請求項１０】
　該ケイ酸塩（Ｂ）の平均粒子径Ｄ50が４～２４μｍであることを特徴とする請求項１～
９の何れか記載の樹脂製容器。
【請求項１１】
　該ケイ酸塩（Ｂ）が、水和ケイ酸マグネシウムであることを特徴とする請求項１～１０
の何れか記載の樹脂製容器。
【請求項１２】
　該オキシメチレン樹脂組成物が、ケイ酸塩（Ｂ）およびハイドロタルサイト（Ｃ）以外
の金属塩（Ｄ）を５～３０ｗｔ％含み、かつ金属塩（Ｄ）の平均粒子径が０．１～１μｍ
であることを特徴とする請求項１～１１の何れか記載の樹脂製容器。
【請求項１３】
　下記１）～４）の特徴を有するオキシメチレン樹脂組成物。
１）該オキシメチレン樹脂組成物を構成するオキシメチレン樹脂（Ａ）が、オキシメチレ
ン成分ａに対しオキシメチレン以外のオキシアルキレン成分ｂを一つ以上含み、この挿入
割合（ｂ／ａ）が、０．３～１．１ｍｏｌ％である
２）ケイ酸塩（Ｂ）を４０～３００重量ｐｐｍ含有する
３）下記式（１）で示されるハイドロタルサイト（Ｃ）を０．０１～２重量％含有する
〔（Ｍ2+）1-x（Ｍ3+）x（ＯＨ）2〕

x+〔（Ａn-）x/n・ｍＨ2Ｏ〕x-     （１）
〔式中、Ｍ2+は２価金属、Ｍ3+は３価金属、Ａn-はｎ価（ｎは１以上の整数）のアニオン
表わし、ｘは、０＜ｘ≦０．３３の範囲にあり、ｍは正の数である。〕
４）ＭＦＲが２～４０ｇ／１０ｍｉｎである
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
［８］該容器の溶着部の溶着シロが、各０．２～３．５ｍｍであることを特徴とする［１
］～［７］の何れか記載の樹脂製容器、
［９］該溶着前の溶着面の最大高さＲｚが、溶着シロの８０％以下であることを特徴とす
る［１］～［８］の何れか記載の樹脂製容器、
［１０］該ケイ酸塩（Ｂ）の平均粒子径Ｄ50が４～２４μｍであることを特徴とする［１
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］～［９］の何れか記載の樹脂製容器、
［１１］該ケイ酸塩（Ｂ）が、水和ケイ酸マグネシウムであることを特徴とする［１］～
［１０］の何れか記載の樹脂製容器、
［１２］該オキシメチレン樹脂組成物が、ケイ酸塩（Ｂ）およびハイドロタルサイト（Ｃ
）以外の金属塩（Ｄ）を５～２５ｗｔ％含み、かつ金属塩（Ｄ）の平均粒子径が０．１～
１μｍであることを特徴とする［１］～［１１］の何れか記載の樹脂製容器、
［１３］下記１）～４）の特徴を有するオキシメチレン樹脂組成物、
１）該オキシメチレン樹脂組成物を構成するオキシメチレン樹脂（Ａ）が、オキシメチレ
ン成分ａに対しオキシメチレン以外のオキシアルキレン成分ｂを一つ以上含み、この挿入
割合（ｂ／ａ）が、０．３～１．１ｍｏｌ％である
２）ケイ酸塩（Ｂ）を４０～３００重量ｐｐｍ含有する
３）下記式（１）で示されるハイドロタルサイト（Ｃ）を０．０１～２重量％含有する
〔（Ｍ2+）1-x（Ｍ3+）x（ＯＨ）2〕

x+〔（Ａn-）x/n・ｍＨ2Ｏ〕x-     （１）
〔式中、Ｍ2+は２価金属、Ｍ3+は３価金属、Ａn-はｎ価（ｎは１以上の整数）のアニオン
表わし、ｘは、０＜ｘ≦０．３３の範囲にあり、ｍは正の数である。〕
４）ＭＦＲが２～４０ｇ／１０ｍｉｎである
に関する。
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